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あいち海上の森保全活用事業についてあいち海上の森保全活用事業についてあいち海上の森保全活用事業についてあいち海上の森保全活用事業について

予算額(千円) 　概　　　　　　　　要
運営事務費、施設修繕、光熱水費、
清掃・警備・施設管理点検委託等

(2) 推進事業費 18,673
ア 保全活動・ 6,337 里山保全事業、森林育成事業、森林の維持管理事業
　 維持管理費 自然環境の維持保全、境界整備、遊歩施設整備

事業用地維持
イ 普及啓発・ 6,887 森の教室、里の教室、調査学習会
　 参加交流費 遊歩施設利用プログラム、展示運営

学習プログラム作成・提供、企業連携の推進※①
関係施設・団体とのネットワークづくり

ウ 調査学習・ 5,449 自然環境調査※②
　 情報発信費 情報収集整理発信

(3) 里山人材育成推進費 22,261
 (万博継承事業) 16,800 あいち海上の森大学※③

人と自然の共生国際フォーラム※④
5,461 里山歩道等整備

60,670 《平成23年度予算額　58,778千円》 (103.2)%

別掲

緊急雇用創出基金事業 11,500 危険木の調査・伐倒、草刈※⑤

【企業連携の推進】① 【自然環境調査】②
　海上の森における企業連携覚書締結企業 ・湿地の植生・環境調査(6月～3月)
　①株式会社ナゴヤキャッスル(H20.12.18) ・希少動物調査(ムササビ,ホトケドジョウ)
　②ＫＤＤＩ株式会社中部総支社(H21.9.3) (6月～3月)
　③株式会社豊田自動織機(H21.11.4) ・猛禽類調査(オオタカ,ハチクマ)
  ④有限責任監査法人トーマツ(H23.2.24) (4月～3月)
　⑤小林クリエイト株式会社(H23.6.11)
　⑥株式会社伊藤園(H23.10.22)

                ミミカキグサ 　　　　ムササビ

【あいち海上の森大学】③
 平成２４年７月８日(日)～１２月１日(土)

　　　　　　　人工林間伐作業等の森林保全活動 ※ ( )内定員
　森林再生コース　　　１６名(15名)
　市民活動コース　　　１５名(15名)

【人と自然の共生国際フォーラム】④ 　国際交流コース　　　　５名( 5名)
日　時：平成２４年度１０月１３日（土） 　　　　計　　　　　　３６名(35名)
場　所：地球市民交流センター
テーマ：｢持続可能な社会を目指して、
　　　　　理念から行動へ今変わるとき」
  ～今を、明日を、語る・描く・奏でる～

・テーマに沿った取組を実践する活動に
　対して助成、採択９団体が成果等を発表

               開校式(7月8日）

【歩道沿い危険木伐採本数】⑤
Ｈ２１：　９０本

　　　　哺乳類生息状況調査から緑地改変案の提示へ Ｈ２２：５５４本
　　　　（日本福祉大学知多半島総合研究所） Ｈ２３：５００本

区　　　分
(1) あいち海上の森
　　センター運営費

19,736

合　　　計

１


